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第４号 2015 年度前半団体交渉成果報告号【全教職員配布号】

 ２０１５年度前期の団体交渉の成果について 

 ５月末の「専門業務型裁量労働制に関する労使協定」の失効問題に端を発した大学側との交渉（事務折衝

４回と団体交渉２回）の結果、７月２２日に大学側より「パート職員の待遇問題」と「東西交通費の実費支

給」についての下記回答がありました。 
 
１．パート職員の待遇問題：法人化前雇用パート職員の時間給の 1000 円への引上げ実現 

 法人化（2004 年）前雇用のパート職員の一部の方は、十分な昇給前に法人化後の単価表で固定されたため

時間給 940 円で頭打ちとされて来ました。教職員組合は、パート職員全体の賃金改善と共に、パート職員間

で発生している不当な格差を是正するように求めて来ました。 

 今回、大学側から「法人化後の一律単価設定により、著しく部内の均衡を失すると思われる者の単価につ

いて、1時間 1000 円に改訂する」との回答を得ました。非組合員を含めると適用者は 10 名を超えます。もち

ろん現行のパート職員の時間給上限（1095 円）には達しない金額ですが、一層の改善に向けて引き続き交渉

していく予定です。またパート職員全体の賃金改善も取組んで行きます。 
 
２．東西交通費の実費支給：静岡市と浜松市間等の県内新幹線通勤の個人負担解消の実現 

 東西キャンパス間への勤務地異動に伴い静岡市と浜松市間の通勤を行う場合、現在新幹線料金の二分の一

しか支給されず、大きな個人負担を強いられて来ました。教職員組合は、職務命令で東西間の通勤を余儀な

くされた職員への新幹線代実費の支給を、使用者側の当然の責任であると要求して来ました。 

 今回、大学側から「新幹線料金に係る県内の新幹線通勤者に対して全額支給を来年四月から実施する方向

で検討する」との回答を得ました。文書上の表現は「検討する」ですが、実施の確約であることを事務折衝

で確認しています。該当者は 50 名を超えるとのことです。 

静岡  ： 内線 2790 E-mail suu@jade.dti.ne.jp 
浜松  ： 内線 3910 E-mail suu-seibu@vcs.wbs.ne.jp 
組合 HP： http://shizudai-union.net/（随時更新中！）

パート職員（法人化前雇用）の賃金改善（７月より）と 
東西新幹線通勤費の全額支給（来年度より）の実施実現！

大学と過半数代表者（静岡事業場と浜松事業場）との間で 
「専門業務型裁量労働制に関する労使協定」が更新されました。

教職員組合は、裁量労働制は専門研究職である教員の最も基本的な労働条件に関わる問題であるとして、

当労使協定の失効を機会にその内容改善について過半数代表と協力しながら大学側と粘り強く交渉を重ね

て来ました。特に、①みなし労働の対象となる勤務内容の明確化、②休日労働に対する時間外割増賃金の支

払いを適正に行うこと、③苦情処理の手続きのより具体的な記述、④裁量労働に関わるデータ等の過半数代

表への提供義務の明確化、⑤更新に当たっての労使間の協議の明確化などについて協議を重ねて来ました。

主なポイントは以下の点です。 
 
① 裁量に委ねられないにも関わらず、みなし労働に含むとされてきた授業や教授会等の会議については、

所定労働日におけるものと明確にしました。休日における授業や教授会等の勤務は、当然時間外手当支

給の対象となります。代休を取った場合でも割増賃金の支給が使用者側に求められます。 

② 入試業務等の勤務は、振替休暇取得以外は本来時間外手当支給の対象となります。代休の場合は、25％

～35％の割増賃金を使用者は支払う義務があります。しかし、大学側はこの間、法的には代休であるに

も関わらず、休日の振替として処理して来ました。また入試業務については手当が支払われているとし

て代休の割増賃金も支払って来ませんでした。今回、教職員組合は、少なくとも、手当が支給されない

休日労働の代休については、割増賃金を支払うのは当然であるとその実施を繰り返し要求しました。 

③ 苦情処理については、職員規程の「苦情処理規程」に基づいて適切に行うこと、その内容については教

職員に周知徹底を行うとの確認を行いました。 



 

 

④ 裁量労働制の実施状況に関わるデータの 3 年間分の保存は法的に義務付けされています。協定上の明文

化はしませんが、このデータについては過半数代表の求めに応じて提供するとの口頭での確認が行われ

ました。 

⑤ 従来３年となっていた協定の有効期限を、今回から１年としました。毎年の協定の改訂に当たって過半

数代表との協議を行う旨、明文化しました。教職員組合としても過半数代表と連携しながら、裁量労働

制に関する協定が適正に運用実施されているか点検し、また更なる改善点があれば協定に反映していく

予定です。 

裁量労働制の基本 Ｑ＆Ａ  こんなときどうする？ 
 

１．そもそも裁量労働制って何？ 
 研究・教育活動などの勤務管理が教員の裁量に委ねられて使用者の指揮監督の対象外となる一方、
その勤務時間の実際の長短に関わらず一日の所定労働時間の勤務と見なされます。 

 
２．裁量労働制と深夜勤務、休日労働との関係について 
 裁量労働制は週５日４０時間の所定労働日が対象であり、深夜や休日の労働には適用されません。
休日等の労働については、２５～３５％割増の時間外手当を使用者は支給しなければなりません。

 
３．休日労働と振替休日、代休の関係について 
 入試業務等を休日に行った場合で、事前に１週間以内での休日の振替を行った場合は休日労働と見
なされません。しかし、事後に休む日を指定した場合は代休となり、割増賃金部分の支払いの必要
性が使用者側に生じます。 

 
４．代休って１カ月以内に消化しないといけないの？ 
代休には時効はありませんが、月給制の場合は一か月以内に消化しないと法的には時間外手当の未
払いとなります。それを避けるために使用者側は１カ月以内での消化を要請するわけです。しかし、
代休の消化を強制する権利は使用者にはありません。 

 
 深夜（夜１０時から明け方５時まで）や休日に労働した場合は、使用者側が時間外手当を支払うの
は法的義務です。入試関連業務や諸会議など大学の指揮下に行われる休日等の業務をあたかも「みな
し労働」と見なすのは許されません。教職員組合は、「裁量労働制に関する労使協定」に基づいて適
切な時間外手当の支給を求めています。 
 

裁量労働制のこんなときどうする？ みなし労働のちょっとした疑問も 
     それはあなたの正当な権利かもしれません！気軽に組合に相談しましょう！！ 

法人化以降、残念ながら退職や管理職就任等で組合員が大きく減少し、 
組合はいま大きな危機に直面しています！ 

 
   組合って大切な存在だと応援しているが、入りそびれている方 
    組合は必要だけど、わざわざ自分が加入する必要がないと考えている方 
     自分が入らなくても、組合はいつまでも頑張ってくれるさ、と思っている方 
  そんな皆さんが、いま加入という形で組合を応援してくれないと、皆さんの要求と声を届ける 
  組合の維持が財政的に困難になります！私たちは心から皆さんの加入を訴えます！ 
 

以下の申込書を書記局へお送りください（組合ＨＰから申込書のダウンロードも可能です） 

静岡大学教職員組合加入申込書 

静岡大学教職員組合執行委員長 殿                  年   月   日 

私は静岡大学教職員組合に加入を申し込みます。 

氏 名  所 属  
連絡先 
E-mail  

ご意見ご要望などご記入ください。 


